
民生福祉常任委員会審査日程 
 

日 時  令和５年７月２５日(火) 

午後１時３０分 

場 所  第１委員会室 

         

～審査内容～ 

 

１ 所管事務調査 令和５年度７月豪雨について 

 

２ 所管事務調査の委員派遣について 
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令和 5 年 7 月 25 日 市民部環境課 
民生福祉常任委員会 所管事務調査 

 

 

令和 5 年度 7 月豪雨の対応について 

 

１ 災害廃棄物の対応 

・環境衛生センター搬入状況（7／21 現在） 

区 分 件 数 重量（kg） 

一般市民 35 8,720 

事業所 5 1,280 

環境課 3 270 

合 計 43 10,270 

・環境衛生センターに災害廃棄物として搬入する際、住宅（一般市民）は罹災証

明、事業所は被災証明を計量棟で確認し、手数料を減免 

 

２ 被災（浸水）住宅の消毒の対応 

・消毒は、住宅（人が住むための住居）に対して実施 

・建物基礎の通気口から薬品を噴霧又は散布 

・消毒実施等の件数（7／21 現在） 

区 分 件 数 

消毒依頼申込 43 

 
内 

訳 

実施 20 

 未実施 9 

 未完了 14 

 

３ 美祢市のし尿受入の対応 

・美祢市衛生センター（し尿処理場）が浸水被害に遭い、機能不全 

・美祢市から環境行政広域連携に関する協定に基づきし尿の搬入及び処分につ

いて要請 

・現在、本市を含め受入対応可能な市が受入 

・美祢市からのし尿等搬入状況 （単位㎥） 

期 間 し尿 浄化槽汚泥 合 計 

7／3～9 96.6 0.0 96.6 

7／10～15 102.5 46.1 148.6 

7／17～22 51.8 23.7 75.5 

・美祢市衛生センターの復旧は、令和 7 年度の見込み。 

令和 6 年度末まで継続して受入予定 



災害対策基本法に基づき処理指針を策定、特例基準を適用

地方自治法に基づく市町村から都道府県への事務委託

災害廃棄物対策における災害の規模と適用する措置の考え方

少

多

通常起こり得る
やや大きめな
規模の災害

東日本大震災

阪神・淡路大震災

マグニチュード 9.0
震度7
災害廃棄物発生量
約3,100万トンマグニチュード 7.3

震度7
災害廃棄物発生量
約1,500万トン

廃棄物処理法に基づく特例措置を使用

発
生
す
る
廃
棄
物
の
量

廃棄物処理法に基づく平時の備え

あまり被害のない
小規模な災害

地方自治体
の判断

政令指定
災対法
第86条の5
関連

災害の規模 大小

南海トラフ巨大地震
災害廃棄物発生推計量
約2億9,000万トン
～3億5,000万トン※

首都直下地震

災害廃棄物発生推計量
約6千500万トン
～ 1億1,000万トン※

※出典：巨大災害発生時
における災害廃棄物対策
のグランドデザインにつ
いて（H26.3 環境省）

災害対策基本法に基づく環境大臣による代行を
実施（被災市町村の要請＋一定の要件※）
※処理の実施体制、専門知識・技術の必要性、広域処理の必要性

22996
テキストボックス
参考資料１

22996
タイプライターテキスト
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浸水した家屋の感染症対策

消毒の前に十分清掃しましょう！

①ほこりから目や口を保護するため、ゴーグル・マスクを着用
②清掃中のケガ予防に、手袋・底の厚い靴などを着用
③ドアと窓をあけて、しっかり換気
④汚泥は十分に取り除き、しっかり乾燥
清掃が不十分だと、消毒の効果を発揮できません！！

●感染症予防のためには、清掃と乾燥が最も重要です
清掃が不十分だと、消毒の効果を発揮できません！！

●屋外（床下や庭）の消毒は原則不要です

主な消毒液と使用方法

消毒の手順

●ゴム手袋・長靴、ゴーグル等を着用して作業しましょう！

●次亜塩素酸ナトリウム
汚染の程度がひどい場合、長時間浸水していた場合に使います

●アルコール、塩化ベンザルコニウム
色あせ、腐食などにより次亜塩素酸ナトリウムが使用できない場合に使います

22996
テキストボックス
参考資料２
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清掃作業をされる方へ

清掃作業時に
注意してください

①傷口からの感染

②土ほこりへの対応

・丈夫な手袋や底の厚い靴などを着用
・長袖など肌の見えない服装を着用

・ゴーグル・マスクを着用
・作業後には手洗い

土ほこりが目に入って結膜炎なったり、口から入ってのど
や肺に炎症を起こすこともありますので、目や口を保護する
ことが重要です。

傷口を流水で洗浄し、消毒しましょう。

特に深い傷や汚れた傷は破傷風※になる場合があるため、
医師に相談をしましょう。

破傷風は傷口に破傷風菌が入り込んでおこる感染症で、医療機関で
適切な治療を行わないと死亡することもある病気です。

※

ケガをした場合

目に異物が入った場合
目を洗浄しても、充血が起きている場合などは医師
に相談をしましょう。

予防策

予防策

厚生労働省

22996
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令和５年６月３０日から７月２日にかけての大雨による災害について 

 

■避難所開設状況 

６月３０日１７時１５分 

  自主避難対応のため市内５か所の避難場所（赤崎地域交流センター、須恵

地域交流センター、高千帆地域交流センター分館、厚狭地区複合施設、埴生

地域交流センター）を開設。 

７月 １日 ８時３０分 

  大雨警報（浸水害）が解除されたことに伴い、避難者のいない赤崎、須恵、

高千帆、埴生の避難場所は閉鎖。 

  避難者のいる厚狭地区複合施設は継続。 

７月 ２日 ８時３０分 

  厚狭地区複合施設の避難場所を閉鎖。 

 

校区 避難所 避難世帯数  男 女 避難者数  

赤崎 赤崎地域交流センター 0 0 0 0 

須恵 須恵地域交流センター 0 0 0 0 

高千帆 高千帆地域交流センター分館  0 0 0 0 

厚狭 厚狭地区複合施設  11 8 12 20 

埴生 埴生地域交流センター 9 9 0 9 

合計 20 17 12 29 

 

■被災状況 

 〇り災証明発行件数（住宅に関するもの） 

 床上浸水 １１件  床下浸水 １２件  その他 ２件 

 〇被災証明発行件数（事業所、車、倉庫など住宅以外に関するもの） 

   床上浸水  ８件  床下浸水  ５件  その他 ９件 

※山陽小野田市災害り災者に対する見舞金支給規則に基づき、床上浸水被害を

受けた住家及び事業所（１７件）に見舞金３万円を支給予定。 

令和５年７月２５日 民生福祉常任委員会 

社会福祉課 資料１ 



令和５年７月７日から７月１０日にかけての大雨による災害について 

 

■避難所開設状況 

７月 ７日１３時００分 

  自主避難者が避難してきたため、避難場所１か所（須恵地域交流センター）

を開設。 

７月 ８日１４時３０分 

  自主避難者が避難してきたため、避難場所１か所（厚狭地区複合施設）を

開設。 

７月 ８日１６時００分 

  自主避難対応のため３か所の避難場所（赤崎地域交流センター、高千帆地

域交流センター分館、埴生地域交流センター）を開設。 

７月１０日１０時００分 

  市内の一部に発出された土砂災害警戒情報が市内全域に拡大したため、５

か所の避難場所（本山地域交流センター、山陽小野田市民館、高泊小学校、

有帆小学校、旧厚陽中体育館）を開設。 

７月１０日１７時４５分 

  土砂災害警戒情報が解除されたため、すべての避難場所を閉鎖。 

校区 避難所 避難世帯数  男 女 避難者数  

本山 本山地域交流センター 0 0 0 0 

赤崎 赤崎地域交流センター 1 21 71 92 

須恵 須恵地域交流センター 1 1 0 1 

小野田 山陽小野田市民館  0 0 0 0 

高泊 高泊小学校  0 0 0 0 

高千帆 高千帆地域交流センター分館  1 1 0 1 

有帆 有帆小学校  1 2 15 17 

厚狭 厚狭複合施設  11 1 13 14 

厚陽 旧厚陽中体育館  0 0 0 0 

埴生 埴生地域交流センター 1 1 1 2 

合計 16 27 100 127 

 

令和５年７月２５日 民生福祉常任委員会 

社会福祉課 資料２ 
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民生福祉常任委員会所管事務調査（R5.7.25）

ねたろう保育園浸水報告

Ａ 玄関ドア 約６センチ

Ｇ ５歳児室側倉庫外側

約２５センチ

Ｃ 廊下

Ｆ 廊下② 約１センチ

Ｅ ほふく室（たたみを一部上げた状態）

Ｅ たたみコーナー

（矢印部分の隙間から床下に水

が漏れたと推測される）

Ｄ 医務室 約４センチ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

床上浸水箇所

Ｂ 床下確認のための穴 床下に約２センチの水たまり

Ｅ

Ｅ たたみコーナー 約１センチの水たまり



  

資料 災害状況 

・被害家屋 

・応急（土木） 

・被害企業等 

・応急（農林） 

・崩土・倒木 

・越水・冠水 

線状降水帯 

2023.07.01 

107件

52件

55件

37件

農地 4件

施設 15件

道路 10件

河川 7件

がけ崩れ 1件

うち

うち

本災害

災害応急

農林水産課

土木課

農林水産課

土木課


